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研究分野：教育学、食育 

概要： 学校給食がない日には、子どもはカルシウム摂取基準を満たしていないことが問題

となっている。そこで、開発したワークシートをもとに、指導のあり方を考案することを目

的に研究を進める。 

具体的には以下の２点の研究を行った。 

➀子供が牛乳と学校給食や生活、牛乳の成分などとの関係を明確にする調査項目を開発し

た。 

②開発した調査項目の結果をもとに、子供が自分で一日のカルシウム摂取基準を満たして

いるか否かを確認できるワークシートを開発した。 

上述した手順による結果を次頁以降に順次述べる。 

 

キーワード：休みの日に牛乳を飲む習慣、カルシウム摂取の必要性、自らの食生活と牛乳を

飲むこととの関係  
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第１章 研究の背景と目的の導出 

 

第１節 研究の背景 

 「国民健康・栄養調査」（2016 年）1)によると、学童期・思春期の男女ともにカルシウム

の摂取量が摂取基準に達していないことが明らかになっている。その点からも学校給食で

は牛乳を通してカルシウム摂取を積極的に行っている。ところが、小学校高学年になって

くると給食の牛乳だけでは 1 日の摂取基準に達していない。そのために、学校給食のほか

に家庭でも牛乳を飲む必要があるといえる。さらに、亀ヶ谷らの調査（2020）2)によると、

給食のある日とない日とでは「牛乳を飲んだ回数」に大きな開きがあることが分かってい

る。特に学校がない春・夏・冬の学校の長期休業期間にこの問題は深刻さを増すことが報

告されている（J-ミルク 2022）3)。それを裏付けるように、日本スポーツ振興センターの

平成 22 年度児童生徒の食事状況等調査報告書 4)では「学校給食のない日はカルシウム不

足が顕著であり、カルシウム摂取に効果的である牛乳等についての使用に配慮するように

と、栄養面から牛乳飲用に努めることが奨励されている」とある。給食のない日は牛乳 1

～2 本分のカルシウムが不足しているということも朝倉ら（2017）5)の調査から明らかに

なっている。 

これまでも、毎回の学校給食の献立には、牛乳が欠かさず入っていることの意義をカル

シム摂取の必要性から指導を行う教材や指導法が数多く開発されている（例えば、J-ミル

ク開発の教材や栄養教諭や学校栄養職員が読んでいる各種の学校給食に関する雑誌におい

いても数多く掲載されている）。これらの取り組みにより、子供が牛乳を飲むことの大切さ

を理解していることは想定される。このことは、子供が牛乳を学校給食や生活で飲んでい

ることと、その成分などの関係を明確に捉えずに食生活を行っていることが関係すること

が想定できる。子供が、牛乳に関する食生活と牛乳の成分との関係を捉えていくためには、

牛乳を飲むことと牛乳の成分とを関係付けて牛乳を飲むこととの取り組みを連続的に行う

ことによって、その意識が変化していくことが想定できる。ところが、こうした関係を捉

えた上で指導法を検討する研究は管見の限り見出すことができない。そこで、子供が牛乳

を飲むことと牛乳の成分との関係を意識する取り組みを連続して行えるワークシートを活

用にすることよって、牛乳を飲むことの意識の変化が起こることが想定されることから、

本研究においては、以下のような目的で研究に迫ることにした。 
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第２節 研究の目的と内容 

 

1 研究の目的 

「開発したワークシートをもとに、指導のあり方を考案する。」ことが目的である。

そのために以下の 2 点を目的にして研究を進めた。 

(1) 子供が、牛乳と学校給食や普段の生活、牛乳の成分などとの関係をどのようにとら

えているのかを明確にする調査項目を開発する。 

(2) (1)の結果をもとに、子供が自分で一日のカルシウム摂取基準を満たしているか否か

を確認できるワークシートを開発する。 

上記の目的に迫ることを通して、牛乳飲料促進のための指導法の開発に関する基礎的な

研究とする。 

 

2 研究の実施内容 

(1) 子供が、牛乳と学校給食や普段の生活、牛乳の成分などとの関係のをどのようにとら

えているのかを明確にする設問項目を開発する。 

子供が、牛乳と学校給食や普段の生活、牛乳の成分などとの関係をどのようにとらえ

ているのかを知る上で必要と思われる設問項目を作成した。その上で、設問項目の統

計的な妥当性を検討するために、小学生対象に５件法で反応させ、統計的な妥当性並

びに設問間の相関性などを検討した。それらの手続きを通して、設問項目を開発した。 

(2) (1)で明確化した子供が牛乳と学校給食や普段の生活、牛乳成分との関係の捉えをも

とに、子供が自分で一日のカルシウム摂取基準を満たしているか否かを確認できる

ワークシートを開発する。 

(3) 開発したワークシートを使った活動を子供が行ったことをもとに、指導のあり方を

考案する。 
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第２章 研究の方法 

 

第１節 設問項目の開発 

子供が、牛乳を飲むことと牛乳の成分とを関係付けてそれを飲むこととの取り組みを連

続的に行えるようなワークシートを開発するためには、子供が牛乳を学校給食や日常生活

で飲んでいることと、牛乳の成分などとを関係づけて食生活を行っているのか明らかにす

る必要がある。そこで、子供が牛乳と学校給食や普段の生活、牛乳の成分などとの関係を

どのようにとらえているのかを知るための設問項目を以下の考えから作成していった。上

記の関係の具体的な項目を食育の研究を行っている研究者１名と学校現場で栄養教諭を行

っている経験豊富な栄養教諭並びに、小学校の経験豊富な教諭の３名で出し合ったその結

果が、「➀牛乳の飲む量と給食、②カルシウム摂取と食べ物、③牛乳を飲むことと給食や普

段の生活、④牛乳を飲むことと骨」の４つの項目からなると考えた。その上で、この４つ

の項目に対する具体的な設問項目を出していった。中でも、牛乳の飲む量と給食に関して

は、想定される反応が期待している反応とは異なる可能性が高いことから反転の設問項目

を合わせて作成した。その上で、小学生にとって理解が困難であると判断した表現に関し

て、学校教育の専門家、現職の小学校教員の助言をもとに、理解しやすい表現に改めた。

その結果、10 項目の設問項目が抽出できた。 

次に、抽出した 10 の設問項目を反応する子供が目的に従った関係で反応するのかを確

認することを以下の手続きで行った。子供に Google Forms を利用し、10 の設問項目に対

して「1 とてもそう思う」「2 そう思う」「3 どちらとも言えない」「4 あまりそう思わない」

「5 まったくそう思わない」の五件法で回答を求めた。その上で、各設問項目間の相関関

係を見るために以下の手続きを行った。はじめに、標準偏差と平均値の値から反応の天井

効果や床効果が見られる項目、正規分布になっている項目の検討を行った。その後、上記

の検討で残った項目のみの相関行列並ぶに主成分分析にかけて相関の高い設問項目を見出

すとともに、主成分が想定した設問項目間の関係として子供が反応した設問となっている

のかの検討を行った。この主成分分析の結果を踏まえて信頼性の検討を行った。なお、信

頼性の検証として、クロンバックのα係数を成分項目毎並びに全項目でそれぞれ算出し、

α係数がすべての項目で 0.2 以上あれば信頼性が保証されると想定して検証を行った。な

お、設問項目の中の反転項目に関しては逆転値として扱った。 

上記の統計的な処理に関しては統計ソフトである IBM 社製 SPSS statistics Ver.28

を使用した。 
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第 2 節 実施時期と実施学校 

 牛乳の飲用が減少する時期でもあり、牛乳飲用についての子供の牛乳への意識が低めに

なる傾向があると考えらえる時期を考えた。そこで、調査の実施時期を冬季とした。 

 実施対象校は、１学年の児童数が 100 人以上で、主任栄養教諭が配置されており、本研

究の趣旨や内容を理解した上で管理職からの協力が得られた東京都内公立小学校１校とし

た。 

 

第３節 ワークシートの開発並びに事前指導の内容 

１ ワークシートの開発 

 第１節の開発した設問項目の結果を基に、ワークシートの開発は、目的を達成できるよ

うに、研究力者の江東区立明治小学校 主任栄養教諭 御子貝牧子先生と協議を重ねなが

ら、御子貝先生が作成を行った。具体的には、本章第１節で論じた開発する設問項目を子

供に反応させた結果に基づいてワークシートの作成を行った。 

 

２ 事前指導の方法 

事前指導に関しては、以下の要件が含まれる内容を事前指導として行うことを確認して、

調査校の子供の食の実態を把握している調査校の栄養教諭が作成を行った。具体的にはワ

ークシート同様に開発した設問項目を子供に反応させた結果に基づいて事前指導の内容を

定めた。 

 なお、ワークシートの実施は、家庭での調査、特に学校給食が実施されない冬季休業期

間とした。また、長期休業期間に入る数日前からワークシートの記入をはじめることによ

り、書き方で質問などが児童から出た場合に対応できるようにした。そこで、2023 年 12

月 22 日（金）からワークシートができるようにした。また、2023 年 12 月 22 日（金）か

らのワークシート記録を児童ができるように事前指導の実施時期を以下の様に設定した。

具体的には 2023 年 12 月 22 日（金）の週のはじめの月曜日 2023 年 12 月 18 日から 12 月

22 日までの 5 日間、給食時間開始からの 5 分間の時間にパワーポイントファイルで作成

した動画を児童が視聴できるようにした。  
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第３章 結果と考察 

第 1 節 設問項目の抽出 

１ 目的に従って、検討したい関係を見取る設問項目の引き出し 

 研究方法で論じた手順に従って、設問項目の抽出を行った。その結果が表１である。  

 

 

 

 表１から、10 個の設問項目が抽出された。それぞれの関係毎に書き出すと以下の項目数

になる。「牛乳を飲む量と給食」が 2 項目、「カルシウム摂取と食べ物」が 2 項目、「牛乳を

飲むことと給食や普段の生活」が 2 項目、「牛乳を飲むことと骨」が 2 項目であった。 

 そこで、それぞれの関係から設問項目の想定される関係を記したのが表２である。この

表２から、設問 8「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）では不十分であ

る。」と７との反転項目とした設問７「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）

で十分である。」が「牛乳を飲む量と給食」の関係を問う設問と想定できる。同様に、設問

９「牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。」と設問 10「牛乳をは 

牛乳・給食・成分の関係 設問項目

1日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）で十分である。

１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分である。

牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。

牛乳をはじめとするカルシウムをとれるものを食べるように心がけている。

学校の給食で出される牛乳は残さずにのんでいる。

牛乳は学校の給食以外でものんでいる。

ふだんから牛乳はあまりのもうとはしていない。

牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。

牛乳をのむと骨（ほね）を強くするのに役立つ。

今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。

牛乳の飲む量と給食

カルシウム摂取と食べ物

牛乳を飲むことと給食や普段の

生活

牛乳を飲むことと骨

表 1 想定している関係に基づいて抽出した設問項目 
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じめとするカルシウムをとれるものを食べるように心がけている。」が「カルシウム摂取と

食べ物」の関係を問う設問と想定できる。また、設問１「学校の給食で出される牛乳は残

さずにのんでいる。」は、「給食と残菜」の関係を問う設問と想定できる。設問２「牛乳は

学校の給食以外でものんでいる。」は、「牛乳を飲むことと給食以外」の関係を問う設問と

想定できる。設問３「ふだんから牛乳はあまりのもうとはしていない。」は、「牛乳を飲む

ことと普段の生活」の関係を問う設問と想定できる。設問６「牛乳を飲むと給食が食べや

すくなる。」は、給食の食べやすさ」の関係を問う設問と想定できる。以上の４項目が「牛

乳を飲むことと給食や普段の生活との関係を問う項目と想定できる。最後に、設問４「牛

乳をのむと骨（ほね）を強くするのに役立つ。」は、「牛乳と骨の強さ」の関係を問う設問

と想定できる。また、設問５「今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに

役立っている。」は、「牛乳と骨の丈夫さ」の関係を問う設問と想定できる。 

 次に、方法で論じた手続きに従って、抽出した設問項目間の関係を子供の反応から分析

していった結果、６つの設問項目となった。 

 なお、６つの設問項目に抽出していった手続きの結果は資料として資料２に掲載する。 

 

6 開発した設問項目：6 項目の解釈 

 ６つの設問項目の相関行列の結果と主成分分析の結果をまとめたのが表３である。 

 

 

 

 

表 2 設問項目毎の想定できる関係 

牛乳・給食・成分の関係 NO. 設問項目 想定される関係

7
1日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）で十分である。

牛乳の飲む量と給食

8
１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分である。

牛乳の飲む量と給食

9 牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。 カルシウム摂取と食べ物

10 牛乳をはじめとするカルシウムをとれるものを食べるように心がけている。 カルシウム摂取と食べ物

1 学校の給食で出される牛乳は残さずにのんでいる。 給食と残菜

2 牛乳は学校の給食以外でものんでいる。 牛乳を飲むこと給食以外

3 ふだんから牛乳はあまりのもうとはしていない。 牛乳を飲むことと普段の生活

6 牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。 給食の食べやすさと牛乳

4 牛乳をのむと骨（ほね）を強くするのに役立つ。 牛乳と骨の強さ

5 今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。 牛乳と骨の丈夫さ

牛乳の飲む量と給食

カルシウム摂取と食べ物

牛乳を飲むことと骨

牛乳を飲むことと給食や普

段の生活
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 この表３から、主成分分析で分かれた２つの成分を解釈すると表７の解釈に示したよう

に、それぞれの成分ごとに以下の様に解釈できる。成分１は「子供は、牛乳を給食や骨の

丈夫さとの関係でとらえている。」また、成分２は「子供は、牛乳を飲むことやその量を給

食や普段の生活との関係でとらえている。」となる。以上の解釈に基づいて、子供が、牛乳

と学校給食や普段の生活と牛乳の成分などとの関係は、「➀子供は、牛乳を給食や骨の丈夫

さとの関係でとらえている。」また、「②子供は、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の

生活との関係でとらえている。」と解釈できる。このことから、子供が牛乳を飲むことを日

常的に促進させていくためには、①と②の関係を捉えていくことが必要であることが想定

できる。この２点の関係を子供が日常的に捉える場をつくることによって、牛乳の飲料促

進が図られると考えられる。 

 

第２節 開発した指導方法 

第１節で得られた結果を踏まえて、「➀子供は、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係でとら

えている。」また、「②子供は、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の生活との関係でと

らえている。」の関係を捉えることができる事前指導並びにワークシートの開発を行った。 

１ 事前指導プログラム 

 事前指導プログラムは、第 1 節で得られた子どもが捉えている 2 つ関係を基に以下の 3

つの点を盛り込んだ内容を行うことにした。 

相関行列から
相関の高い項

目
NO. 設問項目 関係

主成分分
析結果

解釈

5
今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っ
ている。

牛乳と骨の丈夫さ

6 牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。
給食の食べやすさと牛

乳

8
１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分で
ある。 牛乳の飲む量と給食

7
1日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）で十分であ
る。 牛乳の飲む量と給食

9 牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。
カルシウム摂取と食べ

物

3 ふだんから牛乳はあまりのもうとはしていない。
牛乳を飲むことと普段

の生活

成分１

成分２

子供は、牛乳を給食や
骨の丈夫さとの関係で

とらえている。

子供は、牛乳を飲むこ
とやその量を給食や普
段の生活との関係でと

らえている。

項目番号
５，６，８

が高い

表３ ６つの設問項目の相関行列並びに主成分分析の結果をまとめた 
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給食の準備が終わり、「いただきます」のあいさつ前の５分間、パワーポイントデータ

を用いて作成した動画を流し、児童が視聴する形式をとった。この取り組みをワークシー

トによる活動に入る前の５日間連続的に毎日、給食時間に行った。 

 「➀子供は、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係でとらえている。」に関しては、以下の

２つの事前指導内容を盛り込むことにした。牛乳を飲むことと牛乳の成分との関係を踏ま

えて、牛乳を飲むことと骨の丈夫さの関係を考えることができるように以下の事前指導内

容を含めるようにした。 

ア カルシウムの必要性を理解する。 

イ 学校給食で出される牛乳はカルシウムの供給を大きく助けている。ところが、１日

のカルシウム摂取量からすると、学校給食で出される牛乳だけでは不十分であるこ

とを知る。 

「②子供は、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の生活との関係でとらえている。」

に関しては以下の１つの事前指導内容を盛り込むことにした。牛乳やカルシウムを多く含

む食材を知って学校給食や普段の生活でそれらの食材を取る必要性を考えることができ

るための予備知識として以下の事前指導内容を含めるようにした。 

ウ 牛乳以外にカルシウムが他の食材に比べて比較的多いい食材について知る。  

 

２ ワークシート 

(1) ワークシートの内容 

以下の考えから、御子貝栄養教諭が小学校中高学年児童の実態に即して作成を行っ

た。 

「➀子供は、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係でとらえている。」に関しては、以下の

点からワークシートを開発した。 

ア 子供が自分の毎日に食事の中にどのくらいの量のカルシウムが含まれているのか

を記録する部位（この記録用紙の中に、１日のカルシウム摂取基準が示されている

ようにする）を含める。そのことで、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係で捉えるこ

とができるようにする。 

「②子供は、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の生活との関係でとらえている。」

に関しては以下の点をワークシートに盛り込むようにした。 

イ 子供が食べた食材に含まれるカルシウム量がわかる表の部位を含める。そのことで、

１日の牛乳をはじめとするカルシウムを摂取量が多い食材を取ることと給食や普段の

生活を結び付けて考えることができるようにする。 
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ウ ワークシートを記入する際に、児童が疑問に思うことが想定される簡単 Q＆R 集を

掲載する。そのことで、事前指導で行ったことを補足したり、子供が確認できたりで

きるようにした。 

 以上の手続きをからワークシートは、以下の図 1 から図 4 の４ページ構成で作成され

た。 

 

図 1 ワークシート表紙 

 

 図 1 は、ワークシートの表紙にした。この表紙には、学校名と学級 氏名が記入でき

るようになっている。 

 この表紙をめくると図 2 の記録用紙と図 3 の児童が手に入れやすく摂取可能な食品の

カルシウム摂取可能量が図 3 の記録用紙に記入する際のマス数と共に示すようにした。  
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図 2 ワークシートの中身 1 ページ目 

 

 

図 3 ワークシートの中身 2 ページ目 
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図 4 ワークシート裏表紙 

 

 裏表紙が図 4 となっている。この図 4 のページでは、給食やカルシウムに関する、この

ワークシートを書くのに必要となる知識を Q＆A 形式で掲載した。そのことで、事前指導

で行ったことを子供が確認できるようにした。また、子供だけでなく保護者にも啓発する

ことを想定した頁とした。そのために、最後に保護者のみなさまというメッセージを加え

た。児童が色鉛筆等を使って記録を行っていくことや、18 日間連続的に記録を行ってくこ

とを考え、厚手で、A3 用紙を半分に折って A4 ４ページ分の冊子形式にして、児童が紛失

したり、破損したりしにくいようにした。 
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第 4 章 成果と課題 

 研究の３つの目的に従って、成果と課題を論じる。 

 

第１節 目的１に対する成果 

目的１ 子供が、牛乳と学校給食や普段の生活と牛乳の成分などの関係をどのように

とらえているのかを明確化する意識調査項目の開発 

第３章 結果と考察の第１節で論じたように、子供が牛乳の成分と牛乳を飲むことの

関係をどのように捉えることが必要なのかを考える。その上で学校給食や普段の生活と牛

乳を飲むことの関係を捉えていくことによって、日常的に牛乳を飲むようになると本研究

では考えた。そのためには、「子供が、牛乳と学校給食や普段の生活と牛乳の成分などの

関係」については以下の２つの関係で捉えていることが必要であることを示唆する結果を

えた。 

➀子供は、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係でとらえている。 

②子供は、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の生活との関係でとらえている。  

この２つの関係をどの程度とらえているのかを見取るための調査項目として、以下の

６つの調査項目を開発することができた。 

設問１ 今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。 

設問２ 牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。 

設問３ １日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）では不十分である。 

設問４ 1 日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）で十分である。 

設問５ 牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。 

設問６ ふだんから牛乳はあまりのもうとはしていない。 

 

第２節 目的２に対する成果 

目的２ 子供が連続的に生活の中で牛乳を飲むことと牛乳の成分を意識化できるワー

クシートの開発 

事前指導並びにワークシートを使った１日のカルシウム摂取記録を児童が行ったこと

による成果 

子供が実際に行った記録の例が以下の図 5 から 7 である。 
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図 5 児童１の記録 

 

図 6 児童２の記録 
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図 7 児童３の記録 

 

 代表的でワークシート記入期間を全部書いていて、摂取したものが明確に記録されてい

る３名の子供の記録を掲載した。また、それらの子供の記録を見ると、鉛筆だけで記録し

ている児童（図 5）もいれば、色鉛筆を使って色を塗っている児童（図 6）や、色鉛筆を

使ってくっきりと色を塗りつぶしている児童（図 7）が見られた。全体的にも全日をしっ

かりと記録していた。また、時間経過に伴って、カルシム摂取量を満たすように推移して

いくといった傾向を見せる児童は見いだせなかった。３人の記録を見ても、その日によっ

て摂取量のばらつきがあるのがわかる。 

 これらの例示した記録のように開発したワークシートは、第５学年の児童は、冬季休業

中のおよそ２週間にわたって記録を行うことができた。このことから、ワークシート記載

に求めていたことは、小学校第５学年の児童にとっては可能なことがわかった。  

 

第 3 節 目的に対する成果と今後に向けて 

目的 開発したワークシートをもとに、指導のあり方を考案する。 

 ワークシートを使った直後には、学校の給食以外の場での牛乳を飲んだり、牛乳をはじ

めとするカルシウムが比較的摂取しやすい食品を摂取しようとしたりする姿勢を示す児童

が増加した傾向が見られた。また、現在、牛乳をはじめとするカルシウムが比較的取れる
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食品を取ることは、将来の自分の骨を丈夫にすることに繋がるということを理解している

児童が増加した傾向が見られた。このことは、事前指導を前述した意図で行ってきたこと

による成果とも言える。ただし、すべての子供の記録を見ると、すべての日でカルシウム

摂取基準を満たした記録は見られなかった。ところが、このワークシートへの取り組みか

ら見てもこの取り組みを行おうとしていることがうかがえた。また、カルシウム摂取基準

を満たすことは難しい傾向も見られた。また、牛乳を普段の生活の中でも飲もうとする姿

勢は、本取り組みを行った時間の経過とともに薄れていく傾向が見られた。このことは以

下の点を考える必要がある。 

 他の地域でのインタビュー調査による研究や、調査を行った学校での実態を調査校所属

職員の話から以下のような傾向を推測することができる。 

 牛乳を学校の給食以外で飲むことは、家庭の冷蔵庫に牛乳が置かれていることが求めら

れる。この点に関しては、家庭によって様々であり、牛乳を冷蔵庫に置いている家庭が多

くないことも想定される。また、学校全体でも食に関する意識も学級や家庭によって温度

差があることが想定される。家庭によっては、牛乳を購入することにお金をかけることは

しようとしない。そのために、「学校の牛乳はおいしいが、家で飲む牛乳はおいしくない。」

と子供が言って、家では牛乳を飲もうとしない。その結果として家の冷蔵庫内に牛乳を入

れないと言った事例が報告されている。このことから、子供たちの牛乳飲用の習慣化は、

家庭の牛乳をはじめとするカルシウム摂取の必要性を理解した上で、家庭での食習慣を変

えていくことが強く求められることが想定される。 

 以上の点から、学校の給食時間での取り組みだけでなく家庭や学校全体での取り組みの

変化を促す取り組みが今後併せて行うことが求められることが想定される。  
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資料 

資料１ 調査問題  
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資料２ 10 個の設問項目の関係を分析していった手続きの結果 

１ 正規分布の検討 

開発した設問項目を小学校第 5 学年の子供に反応させた結果に対する設問項目毎の平

均値、標準偏差、並びに各設問項目毎に天井効果や床効果を検討するために平均値と標準

偏差を加えた値とその差並びに、資料 3 の度数分布のヒストグラムに基づき、正規分布と

みなせるかを判断した結果を表 資料-1 に示す。 

この表資料-1 から、平均値と標準偏差の差で低い値となった設問項目１と設問項目４並

びに正規分布とみなすことができなかった設問項目１、設問項目２、設問項目４並びに設

問項目 10 を設問項目から外して以下の手続きは残った以下の６項目で進めることにした。

それらの項目は、設問項目２「牛乳は学校の給食以外でものんでいる。」、設問項目３「ふ

 

 ※正規分布とみなせるの項目の〇と✕印は以下を示す。〇：正規分布とおおむねみなせる、✕：正規

分布とみなせない 

平均値 標準偏差
平均値－標

準偏差

平均値＋標

準偏差

正規分布と

みなせる

１　学校の給食で出される牛乳は残さずに
のんでいる。

1.2 0.6
1.8 0.6 ✕

２　牛乳は学校の給食以外でものんでいる 2.4 1.3
3.7 1.1 ✕

３　ふだんから牛乳はあまりのもうとはし
ていない。

3.0 1.2
4.2 1.8 〇

４　牛乳をのむと骨（ほね）を強くするの
に役立つ。

1.7 0.9
2.5 0.8 ✕

５　今のむ牛乳は、大人になってから、骨
を丈夫にすることに役立っている。

1.9 0.9
2.8 0.9 〇

６　牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。 2.7 1.2
3.9 1.5 〇

７　1日にのむ牛乳の量は、学校の給食の
量（1人1本）で十分である。

2.5 1.3
3.8 1.2 〇

８　１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の
量（1人1本）では不十分である。

2.9 1.2
4.1 1.7 〇

９　牛乳以外でも、カルシウムがとれる食
べ物を知っている。

2.2 1.2
3.3 1.0 〇

10　牛乳をはじめとするカルシウムをとれ
るものを食べるように心がけている。

2.8 1.4
4.2 1.3 ✕

表 資料-１設問項目毎の記述統計並びに正規分とみなせるかの検討結果 
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だんから牛乳はあまりのもうとはしていない。を進めることとした。」、設問項目５「今の

む牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。」、設問項目６「牛乳

を 

飲むと給食が食べやすくなる。」、設問項目７「1 日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1

人 1 本）で十分である。」、設問項目 8「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1

本）では不十分である。」、設問項目９「牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っ

ている。」である。 

 

2 抽出された６つの設問項目の相関関係の検討 

 残った６個の設問項目の相関行列を示したのが表 資料-2 である。この表 資料-2 か

ら、以下の設問項目間で相関が高いことがわかる。設問項目５「今のむ牛乳は、大人にな

ってから、骨を丈夫にすることに役立っている。」と設問項目６「牛乳を飲むと給食が食べ

やすくなる。」並びに、設問項目８「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食では不十分である。」

が高い。また、設問項目６「牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。」と設問項目８「１日に

のむ牛乳の量は、学校の給食では不十分である。」が高い。 

 

 

 

事前３の逆転値
ふだんから牛乳
はあまり飲もう
としない

５　今のむ牛乳
は、大人になっ
てから、骨を丈
夫にすることに
役立っている。

６　牛乳を飲む
と給食が食べや
すくなる。

事前７の逆転値
給食で飲む牛乳
は十分である

８　１日にのむ
牛乳の量は、学
校の給食の量（1
人1本）では不十
分である。

９　牛乳以外で
も、カルシウム
がとれる食べ物
を知っている。

事前３の逆転値　ふだん
から牛乳はあまり飲もう
としない

1.00

５　今のむ牛乳は、大人
になってから、骨を丈夫
にすることに役立ってい
る。

0.05 1.00

６　牛乳を飲むと給食が
食べやすくなる。

0.12 0.37 1.00

事前７の逆転値給食で飲
む牛乳は十分である

0.08 0.05 0.15 1.00

８　１日にのむ牛乳の量
は、学校の給食の量（1
人1本）では不十分であ
る。

-0.07 0.27 0.37 0.09 1.00

９　牛乳以外でも、カル
シウムがとれる食べ物を
知っている。

-0.15 0.05 0.04 -0.38 -0.13 1.00

表 資料-2 ６つの設問項目の相関行列 



 

24 

 

3 主成分分析による設項目の成分検討 

 ６つの設問項目の成分を見るために、６つの設問項目を用いて、主成分分析を行った結

果が表 資料-3 である。 

 

 

 

 

資料-3 より、６つの設問項目は２つの成分に分かれた。表４の結果から相関が高かっ

た設問項目５，６，８が成分１に、他の設問項目９，７，３が成分２に分かれた。  

 

4 信頼係数の検討 

 ６つの設問項目全体並びに設問項目の２つの成分ごとの信頼係数αの値を示したのが表

資料-4 である。 

 

 

 表 資料-4 の結果から、信頼性は 0.21 から 0.64 の範囲である。したがって、これらの

係数値の範囲から設問項目全体及び各主成分について信頼性があると考える。  

1 2

６　牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。 0.800 0.070

５　今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。 0.737 -0.067

８　１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分である。 0.695 0.130

９　牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。 0.068 -0.832

７の逆転値給食で飲む牛乳は十分である 0.115 0.768

３の逆転値　ふだんから牛乳はあまり飲もうとしない 0.043 0.390

回転後の成分行列a

成分

因子抽出法: 主成分分析
 回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法a. 3 回の反復で回転が収束しました。

成分ごと 全体

６　牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。

５　今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立って
いる。

８　１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分であ
る。

９　牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。

７の逆転値給食で飲む牛乳は十分である

３の逆転値　ふだんから牛乳はあまり飲もうとしない

信頼係数

0.641

0.207

0.591

表 資料-3 ６つの設問項目の主成分分析 

表 資料-4 ６つの設問項目の信頼系数α 
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資料３ 度数 ヒストグラム 
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